
質
問　
企
業
や
大
学
と
の
連
携

強
化
が
重
要
課
題
で
あ
る
が
、

今
後
の
産
学
官
連
携
の
見
解
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
高
崎
経
済

大
学
な
ど
各
大
学
の
特
色
を
生

か
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
地

域
貢
献
へ
の
連
携
支
援
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
も
、
高
崎
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
ジ
ネ

ス
立
地
奨
励
金
制
度
な
ど
の
効

果
に
よ
り
、
多
種
多
様
な
企
業

の
市
内
進
出
が
予
測
さ
れ
る
。

よ
り
実
効
性
の
あ
る
産
学
官
連

携
の
構
築
を
目
指
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
と
よ
り
良
い
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
連
携
強
化
に
努

め
た
い
。

質
問　
Ｊ
Ｒ
井
野
駅
の
周
辺
環

境
整
備
等
の
地
元
要
望
や
地
域

交
通
の
拠
点
と
し
て
、
駅
の
橋

上
化
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

も
考
慮
し
た
具
体
的
な
施
策
展

開
の
考
え
は
。

答
弁　
当
駅
は
、
上
越
線
、
吾

妻
線
、
両
毛
線
が
乗
り
入
れ
１

日
当
た
り
約
４
２
０
０
人
の
乗

降
客
が
あ
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

新
法
の
対
象
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や

国
、
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
前

向
き
に
協
議
を
進
め

て
い
く
。

質
問　
ア
リ
ー
ナ
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
は
。

ま
た
、
平
日
の
利
用
が
ほ
と
ん

ど
な
い
と
の
声
が
あ
る
が
、
ダ

イ
ヤ
の
見
直
し
や
臨
時
便
で
対

応
す
る
考
え
は
。

答
弁　
利
用
者
は
平
日
約
57
人
、

土
日
、
祝
日
で
約
１
８
５
人
で

あ
る
。
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
は
常
時

運
行
す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
す
る
た
め

の
強
み
に
な
っ
て
い
る
。
平
日

の
利
用
も
徐
々
に
増
え
、
地
域

公
共
交
通
会
議
で
も
現
行
の
便

数
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
で
意

見
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

経
路
や
便
数
の
変
更
は
予
定
し

て
い
な
い
。

質
問　
ぐ
る
り
ん
の
運
行
に
関

し
、
安
全
面
へ
の
意
見
が
あ
っ

た
場
合
の
対
応
は
。

答
弁　
ぐ
る
り
ん
を
運
行
し
て

い
る
事
業
者
は
、
日
々
の
運
行

か
ら
交
通
状
況
の
変
化
な
ど
の

情
報
を
内
部
で
共
有
し
、
必
要

に
応
じ
て
市
に
報
告
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
当
初
の
運
行
計
画

の
変
更
が
必
要
な
場
合
は
、
市

と
事
業
者
で
協
議
し
、
経
路
の

見
直
し
や
ダ
イ
ヤ
変
更
等
の
改

善
を
し
て
い
る
。

質
問　
生
活
習
慣
病
の
原
因
に

も
な
る
肥
満
が
子
ど
も
に
も
見

ら
れ
る
が
、
子
ど
も
を
対
象
に

し
た
健
診
を
新
設
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
18
歳
以
下

を
対
象
と
し
た
生
活
習
慣
病
予

防
の
健
診
は
実
施
し
て
い
な
い

が
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
の

で
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
例

を
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

質
問　
本
市
で
は
、
生
活
習
慣

病
の
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め

医
師
会
や
ド
ク
タ
ー
と
の
連
携

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

答
弁　
昨
年
度
か
ら
医
師
会
や

専
門
医
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
、
特
定
健
診
の
結
果
を
活

用
し
た
重
症
化
予
防
対
策
を
実

施
し
て
い
る
。
医
療
機
関
で
の

治
療
等
が
必
要
な
人
の
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
医
療
機
関

で
重
症
度
に
応
じ
て
再
検
査
や

治
療
、
専
門
医
へ
の
紹
介
を
行

っ
て
い
る
。
慢
性
腎
臓
病
は
、

自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
た
め
、

健
診
結
果
に
基
づ
く
適
切
な
治

療
や
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要

で
あ
る
。
引
き
続
き
医
療
機
関

と
連
携
し
て
、
重
症
化
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

質
問　
学
校
に
お
け
る
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
は
。

答
弁　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
児

童
・
生
徒
の
命
に
関
わ
る
問
題

で
あ
る
。
各
学
校
で
は
ア
レ
ル

ギ
ー
へ
の
対
応
や
処
置
に
関
す

る
校
内
研
修
会
や
緊
急
時
に
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
を
緩

和
す
る
エ
ピ
ペ
ン
の
正
し
い
使

用
法
の
講
習
会
を
行
い
、
全
職

員
が
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う

共
通
理
解
を
図
っ
て
い
る
。

質
問　
本
市
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
団
員
の
報
酬
は
、
国
の

報
酬
基
準
を
上
回
る
基
準
額
を

条
例
化
し
、
退
職
報
償
金
に
つ

い
て
も
、
平
成
26
年
４
月
に
見

直
し
を
行
い
一
律
５
万
円
を
増

額
し
て
い
る
。
27
年
度
に
は
団

員
の
活
動
服
を
斬
新
で
機
能
的

な
も
の
に
一
新
し
、
消
防
団
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て

い
る
。
ま
た
、
各
種
災
害
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
伝
達
で
き

る
よ
う
、
全
て
の
消
防
団
車
両

に
デ
ジ
タ
ル
無
線
受
令
機
等
を

配
備
し
た
。

　
今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら

消
防
団
の
充
実
強
化
を
図
り
、

団
員
の
確
保
に
努
め

て
い
く
。

質
問　
群
馬
地
域
で
の
児
童
・

生
徒
数
の
状
況
は
。

答
弁　
群
馬
地
域
で
は
、
平
成

24
年
度
と
比
較
し
、
群
馬
南
中

で
46
人
、
金
古
南
小
で
82
人
、

国
府
小
で
67
人
の
児
童
・
生
徒

が
増
加
し
て
い
る
。
今
後
、
群

馬
南
中
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

教
室
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、

ま
ず
特
別
教
室
を
普
通
教
室
に

転
用
す
る
こ
と
で
対
応
し
、
そ

れ
で
も
難
し
い
場
合
に
は
、
プ

レ
ハ
ブ
校
舎
の
設
置
も
考
え
て

い
る
。

質
問　
群
馬
地
域
の
保
育
施
設

の
現
状
把
握
と
今
後
の
対
応
は
。

答
弁　
群
馬
地
域
の
保
育
所
入

所
児
童
数
は
、
合
併
時
の
６
７

０
人
か
ら
現
在
１
０
０
０
人
超

と
な
っ
て
い
る
。
保
育
施
設
の

受
け
入
れ
枠
の
拡
大
に
向
け
対

応
し
て
き
た
が
、
居
住
人
口
の

継
続
的
な
増
加
に
よ
り
、
平
成

30
年
度
に
新
た
な
保
育
所
か
認

定
こ
ど
も
園
を
整
備
す
る
予
定

で
、
現
行
の
施
設
整
備
補
助
に

加
え
、
用
地
購
入
補
助
も
創
設

し
た
。
今
後
も
地
域
内
の
人
口

動
向
や
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
適

切
な
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

質
問　
交
通
安
全
指
導
員
の
定

員
と
充
足
率
は
。
ま
た
、
指
導

員
の
い
な
い
小
学
校
区
へ
の
対

応
は
。

答
弁　
定
員
２
３
３
人
の
と
こ

ろ
１
９
８
人
で
充
足
率
は
89
％

で
あ
る
。
箕
郷
地
域
は
、
定
員

17
人
で
１
０
０
％
、
そ
の
他
の

地
区
は
い
ず
れ
も
不
足
し
て
い

る
。
ま
た
、
指
導
員
が
未
配
置

の
小
学
校
区
は
２
校
あ
る
が
、

地
域
の
見
守
り
隊
の
自
主
活
動

に
よ
り
安
全
性
を
確
保
し
て
い

る
。
交
通
安
全
指
導
員
活
動
の

重
要
性
を
周
知
し
、
未
配
置
の

解
消
に
努
力
し
た
い
。

質
問　
本
市
で
把
握
す
る
ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
数
と
そ
の
対
策
は
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に
関
す
る

事
件
、
事
故
な
ど
は
。

答
弁　
本
年
１
月
時
点
で
公
園

な
ど
で
９
人
を
確
認
し
、
そ
の

対
策
と
し
て
生
活
拠
点
を
巡
回

し
、
健
康
状
態
の
聞
き
取
り
や

日
々
の
生
活
の
相
談
に
応
じ
、

生
活
保
護
の
説
明
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
件
や
事
故
の
件
数
等

は
把
握
し
て
い
な
い
。
今
後
も

ホ
ー
ム
レ
ス
が
事
件
や
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
関
係
機

関
と
連
携
し
、
巡
回

な
ど
を
行
い
た
い
。

質
問　
増
加
す
る
群
馬
地
域
の

小
学
校
児
童
数
に
お
け
る
５
年

間
の
推
移
や
空
き
教
室
数
な
ど

の
現
状
は
。

答
弁　
群
馬
地
域
は
、
大
型
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
進
出
な

ど
に
よ
り
人
口
が
増
え
、
地
域

の
小
学
校
児
童
数
も
増
加
傾
向

に
あ
る
。
平
成
24
年
度
か
ら
の

５
年
間
で
児
童
数
が
約
４
０
０

人
、
学
級
数
が
14
学
級
増
加
し

て
い
る
。
現
在
、
普
通
教
室
に

転
用
で
き
る
教
室
は
、
群
馬
地

域
の
小
学
校
全
体
で
７
教
室
と

な
っ
て
い
る
。

質
問　
今
後
５
年
間
の
動
向
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。
空
き

教
室
が
不
足
す
る
場
合
の
対
応

は
。

答
弁　
今
後
も
児
童
数
増
加
の

傾
向
に
あ
る
が
、
大
幅
な
増
加

は
な
い
と
予
想
し
て
い
る
。
学

級
編
制
は
１
、
２
年
生
が
30
人
、

３
年
生
以
上
は
35
人
で
、
児
童

数
の
増
加
が
そ
の
ま
ま
学
級
数

の
増
加
と
は
な
ら
な
い
た
め
、

当
面
は
空
き
教
室
の
転
用
で
対

応
で
き
る
。
今
後
も
児
童
数
の

推
移
を
注
視
し
、
大
幅
な
教
室

数
の
増
加
に
は
、
プ
レ
ハ
ブ
校

舎
で
の
対
応
も
考
え

て
い
る
。

質
問　
自
転
車
の
な
が
ら
運
転

事
故
が
多
発
し
て
い
る
が
、
自

転
車
の
マ
ナ
ー
指
導
へ
の
取
り

組
み
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
小
学
３
年

生
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教

室
の
開
催
、
中
学
生
に
対
し
て

は
各
学
校
が
工
夫
を
凝
ら
し
た

安
全
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
高

校
生
や
一
般
市
民
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
イ
ヤ
ホ
ン
を
利
用

し
て
の
事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
、

駅
や
街
頭
で
、
運
転
中
の
こ
れ

ら
の
使
用
防
止
や
反
射
材
の
利

用
促
進
な
ど
の
啓
発
を
警
察
署

や
関
係
団
体
と
一
緒
に
実
施
し

て
い
る
。

質
問　
窓
口
の
案
内
係
と
し
て

ロ
ビ
ー
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
設
置
す

る
考
え
は
。

答
弁　
現
状
で
は
市
庁
舎
１
階

の
総
合
案
内
で
、
適
切
な
窓
口

へ
の
案
内
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
確
定
申
告
の
時
期
な
ど

特
に
窓
口
が
混
雑
す
る
場
合
に

は
、
案
内
役
の
職
員
を
専
属
で

配
置
す
る
な
ど
必
要
に
応
じ
た

対
応
を
し
て
い
る
。
専
属
の
ロ

ビ
ー
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
設
置
に
関

し
て
は
、
有
効
性
や
必
要
性
を

今
後
研
究
し
て
い
き

た
い
。

（6）（7）

教室数増加によるプレハブ校舎 降車中のぐるりん

まめ知識
新技術の研究開発や新事業の創出を図ることを目的として、民間企業「産」と大学などの教育機関「学」、
地方公共団体「官」が連携すること。

多数の中から特定の個人や集団を導き出すふるい分けの検査や選別のこと。

●産学官連携

●スクリーニング

発症後、短時間のうちにじんましんや血圧低下などのアレルギー症状が出る反応をアナフィラキシーと
いい、強いアナフィラキシーが起こった時に応急処置をするための自己注射薬をエピペンという。

入口でお客様に用件を聞き、案内、誘導する人のこと。

●アナフィラキシー・エピペン

●ロビーマネジャー

　

窓
口
対
応
に
つ
い
て

自
転
車
の
マ
ナ
ー
の
悪
化
根ね

ぎ
し岸 

赴ゆ
き
お夫

（
新
風
会
）

田た
つ
の角 

悦と
き
や
す恭

（
新
風
会
）

群
馬
地
域
の
小
学
生
増
加

へ
の
対
応

　

本
市
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
現
状

交
通
安
全
指
導
員
の
現
状
時と

き
た田 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

（
新
風
会
）

人
口
増
加
の
群
馬
地
域
で
の

諸
施
策
木き

む
ら村 

純よ
し
あ
き章

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

消
防
団
員
の
処
遇
改
善

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
追お

い
か
わ川 

徳と
く
の
ぶ信

（
新
風
会
）

　

費
用
対
効
果
の
高
い
保
健
事
業

子
ど
も
の
肥
満
対
策
丸ま

る
や
ま山 

　
覚さ

と
る

（
公
明
党
）

市
内
循
環
バ
ス
ぐ
る
り
ん
と

ア
リ
ー
ナ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
中な

か
じ
ま島 

輝て
る
お男

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

　

Ｊ
Ｒ
井
野
駅
の
橋
上
化

産

学

官

連

携
高た

か
は
し橋 

美み

な

お
奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

まめ知識
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